
東日本大震災における東京消防庁の活動



東京消防庁の組織

81消防署 3分署 208出張所

消防職員 約18,000 名



ポンプ車等 １２１７台

救急車 ２３８台

消防ヘリコプター ８機

消防艇 ９艇

消防活動二輪車 ２０台

震災時の消防部隊（消防車両等）

平常時

ポンプ隊
特別救助隊
はしご隊

救急隊等

震災時

非常用ポンプ車隊
非常用救急隊

可搬ポンプ隊等

非常用ポンプ車 １８４台
非常用救急車 ９１台
非常用活動二輪車 １０台
可搬ポンプ ４９１台

増強



東日本大震災における東京消防庁管内の災害



① 震災配備態勢（震度５弱）
・ 交替制勤務員（常時の体制） 約４,０００人

・ 所要の人員（待機宿舎居住者） 若 干

② 震災非常配備態勢（震度５強以上）

全消防職員約１８,０００人

全消防力をあげ対応



東日本大震災における東京消防庁管内の災害状況



東日本大震災における東京消防庁管内主な災害











緊急消防援助隊



緊急消防援助隊（消防応援）

■ 緊急消防援助隊は、平成７年の阪神・淡路大
震災を踏まえ、国内で発生した地震等の大規模
災害に効果的に対応するために創設された。

■ 大規模災害が発生した場合、消防庁長官の要
請又は指示により、全国の消防本部から被災地
に出動し、被災市町村長の指揮の下、活動する
ことを任務とする。



緊急消防援助隊の派遣概要



東京消防庁緊急援助隊の主な出場経過



部隊の集結状況





気仙沼市での活動





気仙沼市における当庁部隊の救助活動



気仙沼市全域における当庁部隊の救助人員等



後方支援隊



市原市での活動







福島第一原子力発電所







放水活動部署図





平成27年9月関東・東北豪雨（常総市）



 台風１８号による大雨等に伴い、消防庁長官は、消防組織法第４４条第１項に基づき、平成２７
年９月１０日１１時１０分、東京都、群馬県、埼玉県、千葉県及び平成２７年９月１１日１０時０
５分新潟県に対して、緊急消防援助隊の派遣の要請を行った。



ヘリコプターによる救出



救命ボートによる救出



検索活動



日 東京都大隊統合機動部隊
消防ヘリ
「ひばり」

消防ヘリ
「ちどり」

消防ヘリ
「つばめ」

合計

9/10 １７名 ９名 ２６名

9/11
１７１名

（稲城市消防本部含む。）
４４名 ２１名 ２３６名

9/12
０名

（稲城市消防本部含む。）
２名 １名 ３名

9/13
０名

（稲城市消防本部含む。）
０名

9/14
０名

（稲城市消防本部含む。）
０名

9/15
０名

（稲城市消防本部含む。）
０名

9/16 ０名 ０名

合計
１７１名

（稲城市消防本部含む。）
６３名 ９名 ２２名 ２６５名

東京都隊の救出人員










